要援護者の見守りについて民間事業者と連携している市町村における通報事例（敬称略）
※ゴシック体（赤字）部分は、平成２５年５月の調査で新たに報告があった事例です。
	岐阜市
	・郵便局員から、精神状態が心配な高齢者がいるとの通報があり、訪問したところ、うつ状態で、金銭管理等が適切にできていない状況であった。その後、精神的なケアをする等支援が開始された。
・新聞販売店から、新聞がたまっているとの通報があり、訪問したところ、家の中で倒れていた。救急搬送し、介護保険サービスを利用する等支援が開始された。
・新聞販売店から、新聞がたまっているとの通報があり、対象者が生活保護受給者であったため、ケースワーカーに問い合わせたところ、入院中であり無事が確認された。
・プロパンガス会社から郵便物がたまっているとの通報があり、市が訪問したところ、寝ているだけであった。話をしたところ、最近体調が悪く、外出の機会が減っており、認知症の様子も見られた。家族と相談し、施設入所することになった。
・金融機関から自転車から倒れて、頭を打ったようである。との通報があり、市が訪問し、病院受診を勧める。介護保険サービス等の説明をし、ひとり暮らしの支援に努めた。
・牛乳販売店から2日前に配達した牛乳瓶がそのままであるとの通報があり、生活保護受給者であったため、生活福祉課職員に尋ねたところ、入院しており、無事が確認された。
・新聞販売店から新聞がたまっているとの通報があり、民生委員に確認したところ、本人は別荘に行っており、無事が確認された。
・中部電力から新聞がたまっている、空き家のはずであるが、電気が点いたままになっているとの通報があり、民生委員に確認したところ、もともと住んでいた人は死亡し、息子がたまに別荘として利用しているようである。息子の名前から、住所、電話番号が判明し、電話したところ、以前行ったときに、消し忘れただけであるとのこと。
・新聞販売店から１週間くらい新聞がたまっている、2,3日たまることはあるが、1週間たまることはあまりないとの通報があり、息子に電話したところ、電話に出る。「月、火は、娘が泊まっている。水は、自分が泊まっている。木～月は、ショートステイを利用している。常に誰かの目が入っている。新聞がたまっているのは、取り忘れているだけである。今日は、自分が泊まりにいく日なので、確認します。」とのこと。
・新聞販売店から本人から、集金に来てほしいと電話があり、訪問したところ不在であった、後日、再び訪問したところ不在であり、新聞がたまっていたとの通報があり、連絡先の分かる家族や病院等に確認するが、特に有益な情報が得られなかった。警察署立ち会いのもと、本人宅の中に入るが、本人は自宅内にはいなかった。4日分新聞がたまっていたため、4日間は帰っていないのではと考えられる。後日、本人より妹の家に行っていたと連絡がある。
・新聞販売店から4日間くらい新聞がたまっている、本人に電話すると、本人が出るが、本人は動けないでいるとのこと、鍵がかかっているので家に入れないとの通報があり、ケアマネジャーに、姪の連絡先を聞く。姪に電話すると、合い鍵を持っているため、これから行ってきますとのこと。その後、姪から連絡があり、4，5日前に転倒してからあまり動けないでいた。栄養状態があまりよくなかったので、かかりつけ医に通院したら、入院になりましたとのこと。

	多治見市
	・中部電力料金課より連絡
　庭の雑草が生え放題で検針員が心配との連絡。安否確認を行ったところ施設入所中とのこと。連絡会議にて連携。
・水道課より連絡
　チャイム応答なし。郵便物がたまっているとの検針員からの連絡。安否確認を行ったところ娘さんの家に同居とのこと。連絡会議にて連携。
（食事サービス事業）
・配食サービス事業者より連絡。配達時に室内で転倒しているのを発見。119番通報をするとともに、市に連絡。

	関市
	・新聞販売店からの通報
新聞受けに昨日の新聞がそのままになっていると通報を受け、状況確認したところ一人暮らしの高齢者が倒れていた。一命をとりとめた。
・新聞販売店からの通報
新聞受けに昨日の新聞がそのままになっていると通報を受けた。民生委員に連絡をとり状況確認したところ、施設入所をしたためとのことであった。


	美濃市
	配食事業者からの通報
・食事を届けたところ返答がないため、市に通報。市の担当が訪問したところ中で死亡していた。その後親族と警察に連絡した。
・在宅のはずの弁当配達時に応答なしと通報、状況確認のため訪問すると独居高齢者が自室で倒れていた。通報が早かったため、速やかに病院へ搬送が出来た。
・配送時に道端に座る高齢者を発見、帰社時にも居たため気になり通報。当該高齢者は、以前から心配されていた独居の方で、散歩途中の転倒事故。即日入院し、認知症の進行も確認。その後スムーズな施設入所につながった。
・業者から｢昼食を届けたところ大変体調を崩しているようだ。食事もこのところあまり進んでいない｣と連絡が入り訪問。本人は居間のこたつに座っており、咳などがひどく受診を勧めたが、「明日受診する」というので、具合が悪くなった時は救急車などを電話で呼ぶように話して帰る。翌日再び業者から、｢弁当を届けたが玄関は開いているものの応答がない。病院に行っているのならいいが｣と連絡。訪問したところ、居間の隣の寝室で死亡を確認。


・業者が弁当の配達時に留守なのか応答がなかった。いつも弁当が必要ない日は事前に連絡が入るのに、その日は連絡が入っていなかったので、業者が不審に思い市に連絡。市職員が緊急連絡先の親族に連絡を取り、一緒に訪問をしたところ自宅内で倒れていた。急いで救急車を手配し、緊急搬送したことで、一命をとりとめた。

	・業者からの通報で弁当の配達時に留守なのか応答がなかった。いつも弁当が必要ない日は事前に、連絡が入るのに連絡が入ってなかったため業者が市に連絡。市職員が利用者宅に電話を掛けたところ、電話で話すことができた。2件とも弁当を断るのを忘れていただけで無事だった。
	

	恵那市
	・クリーニング店からの通報。訪問した業者が倒れている家人（高齢者）を見つけ、どこに連絡したらいいかわからず市役所に通報があり、ケアマネ等に連絡をした。（クリーニング店への見守りの依頼はしていなかった。）
・給食配達員からの通報。配達員が訪問しても本人と会えない。前に配達した弁当箱も出されていないと普段の様子と違うと通報を受け、状況を把握したところ、独居の高齢者が亡くなっていた。（給食配達員への見守り依頼はしていなかった）
・うつ症状のある方に、お元気見守り食事サービス（弁当）を利用していた。ある日、配達にいくと返答がなく、数時間後器を取りにいくと中味が入ったままになっていた。業者が親族及び包括に連絡いれ発見された。（自殺にて死亡）
・新聞が溜まっていたため、近所の方の通報で民生委員が訪問したところ、本人が倒れていた。包括への通報ありかけつけ救急車手配し病院搬送にて一命をとりとめた。（脳梗塞）

	美濃加茂市
	・新聞販売店からの通報
４日分の新聞と郵便物がたまっているとの通報を受け、状況を確認。通院等で忙しく、取り忘れていたとのこと。

・新聞販売店からの通報
　３～４日分の新聞がたまっており、呼びかけても返事がないとの通報を受け、状況を確認したところ、しばらく前に体調が悪くなり緊急搬送され、手術を受けて入院中との情報が得られた。

	土岐市
	・腕が腫れたと配達員に訴えがあり、配達員が、ケアマネに連絡をとり対応。
・気分が悪いと配達員に訴えがあり、家族、ケアマネに連絡をとり対応。

	各務原市
	・配達時に、いつもと違う様子だったため、家族に連絡し緊急入院した。
・配達時に、倒れており本人は救急搬送を拒否したが、家族に連絡し入院した。
・配達時に応答なし。近所にカギを預かっている方がいたので、家の中に入ってみたら倒れていた。救急搬送し一命をとりとめた。
・配達時に応答なし。別居の家族に連絡し確認してもらったところ死亡していた。

	瑞穂市
	・日本郵便（株）より民生委員を通して連絡あり：独居高齢者の方が熱中症で休んでいたら「救急車を呼びましょうか」と声をかけてくれた。

・新聞販売店からの通報

①新聞が数日たまっている状態で、本人とも連絡がとれない→午前６時３０分頃、市職員が現地確認⇒警察が午前０時頃と検死の結果死亡を推測。残念な結果である
②本人からいつも中止の連絡がある家なのに、３日間新聞を受け取っていない→介護保険のショートステイ利用中と担当ケアマネより情報得る
③新聞が２日間残っている→本人の家族に連絡⇒友人の所に宿泊中で、無事を確認
④３日間新聞が抜かれていない。→市職員が現地にて確認⇒市職員の情報にて、精神障害者で入院中と確認
⑤２日間新聞が残っている→本人の緊急連絡先（緊急通報利用の独居高齢者）に電話にて連絡をとる⇒甥の家に滞在中、無事を確認　

	飛騨市
	・食事が自分で作れなくなったら心配との相談
　⇒　介護保険の申請について説明する
・何かあった時に頼めるヘルパーがいないか相談
　⇒　介護保険と軽度生活援助事業の説明をする　地域包括へ連絡する
・給食サービスの相談
　⇒　サービスを受けられるよう手配した
・緊急通報装置設置の相談
　⇒　民生委員に連絡し手配した

	郡上市
	本事業の対象者以外の高齢者においても配食事業者からの情報提供があり、地域包括ケア会議で対象者の支援を検討中。

	下呂市
	　返信はがきで「相談あり」と返事のあったケースについては、市から状況確認の電話を入れることになっている。要介護状態になっており、はがきがきっかけで相談したことで介護保険申請につながったケースがあった。
また体調不良で相談したいとの返信があり、保健師が派遣されたケースもあった。

	海津市
	・福祉推進員からの通報
　高齢者の姉妹二人について、担当地区で支援が必要と思われたため相談。両者とも足腰が弱ってきており、家事支援を必要としていたため、介護保険申請。要支援の認定が下り、包括にてヘルパー調整など介護予防支援継続中。
・新聞販売店からの通報
独居高齢者宅の新聞受けに新聞がたまっているとの通報。担当居宅介護支援事業者に確認。盆休みで市外の娘のところへ行っていた。問題はなかった。
・新聞販売店からの通報
独居高齢者宅の郵便受けに新聞が溜まっていると通報あり。居宅サービスを受けており、担当ＣＭに連絡。最近体調悪くＤＳ利用を休んでいたとのこと。家族も状況について把握していた。
・担当地区民生委員からの通報
　独居高齢者宅の郵便受けに新聞が溜まっていると通報あり。福祉総務課、包括職員が、警察、民生委員と同行訪問し本人を確認。他者との関わりを拒否し、宗教でかかわりのある知人が訪問する程度。寒さのため数日間外に出ておらず、近所のコンビニエンスストアに宅配を頼み生活を続けていた様子。心身状態が低下するおそれがあるため、その後民生委員と一緒に見守り支援を継続した。
・新聞販売店からの通報。
　3日間郵便受けに新聞溜まっていると連絡。社協一人暮らし登録拒否者。社協職員と包括で同行訪問。戸が開いており呼びかけに本人反応するが、自宅に入ることを拒否される。近隣住民に確認。数日前に様子を見ている、元気だと思うとの返答。担当地区民生委員に訪問していただくこととする。その後近隣住民が本人に電話確認し身体状態など無事を確認したとの連絡受ける。

・ガス業者からの通報
　ガス業者から安否確認依頼。集金のため連日訪問も不在、郵便受けに新聞が溜まっているとのこと。包括職員が自宅訪問し本人無事を確認。郵便受けまで新聞を取りに行くことが億劫で溜めてしまっていたとのこと。
・新聞店からの通報。
　独居高齢者宅に新聞が数日溜まっているようだと連絡。包括職員が訪問確認し、本人の無事を確認。
・配食業者からの通報
　宅配のため2回ほど訪問したが、本人不在。近隣、民生委員を通じ包括に安否確認依頼の連絡。本人は遠方に出かけており、配食業者への連絡を忘れていたとのこと。

	岐南町
	今のところ特になし。

	八百津町
	事業開始後現在まで通報なし。


	・運送会社からの通報②
配達に伺ったら立ちくらみでフラフラとしていた。隣人に心配だから頼んできたが気になったので包括にも連絡した。その後、包括職員で本人の基本情報を確認し民生委員に見守りをお願いした。半年後、子供から介護保険認定申請の相談が包括へきた。
	

	東白川村
	以下のような通報があった。

・最近、行動がおかしくなった。
・新聞・郵便物がたまっていた。
・電気がついていない。
・同じ物ばかり買っていく。
・各協力事業所に「みまもりのわ」のロゴがついたマグネットを車両につけて村内を走行しているので、地域全体がみまもりをされているという、安心感がある。
・定期バスの運転手より通報：1人暮らしの認知症の方がバスに乗って他町へ行ってしまった。運転手の通報で保護（役場へ連絡）
・電気工事業者より通報：独居の方の家の中が散乱していると包括へ連絡があった。状況を確認のため訪問したところ虚弱になっていたため、身の回りのことが出来なくなっていた。包括で支援を開始した。
・地元商店より連絡：1人暮らしの高齢者（特定の人）の方が買物に来た時の様子を定期的に包括に連絡が入る。

	御嵩町
	配食サービス事業者から、食事が取り込まれていないと町に連絡。職員が駆け付けたところ、自宅内で倒れているところを発見。救急搬送される。


